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（整理番号 2212）  

長野地方最低賃金審議会  

特定最低賃金（３業種）合同専門部会 議事録 

 
 

開催日時 

場所 

令和４年９月 15 日 10：30～11：30 

ホテル信濃路 ２Ｆ穂高 

出席状況 

計

量

器

等 

公益代表委員 出席３人 定数３人 

労働者代表委員 出席３人 定数３人 

使用者代表委員 出席３人 定数３人 

は

ん

用

等 

公益代表委員 出席３人 定数３人 

労働者代表委員 出席３人 定数３人 

使用者代表委員 出席３人 定数３人 

各

種

小

売 

公益代表委員 出席３人 定数３人 

労働者代表委員 出席３人 定数３人 

使用者代表委員 出席３人 定数３人 

主要議題 

１ 特定最低賃金専門部会運営規程 (案 )について  

２ 特定最低賃金に関する諮問経緯について  

３ 最低賃金改定の推移ほか各種統計資料について  

４ 今後の審議の進め方について  

５ その他 

議 事 録  

 

 ○ 浜 賃金 室長  

   そ れ で は、 定刻 となりま したの で、 長野地方 最低賃 金審 議会令和

４ 年度特定 最低賃 金合 同専門部 会を開 催い たします 。  

   本 日 は 、特 定最 低賃金３ 業種合 同に よる、第 １回専 門部 会となり  

  ま す 。  

議 事 進行を お願い する 部会長代 表が決 まる までの間、事務局で 議事

を 進行させ ていた だき ます。  

申 し 遅れま したが 、私 は、長野 労働局 賃金 室の浜で ござい ます 。  
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よ ろしくお 願いい たし ます。  

は じ めに各 専門部 会の 定足数の 確認で す。  

各 専 門部会 の委員 総数 は、９名 となっ てお りますと ころ、 本日 の  

出 席 者につ きまし ては 、  

計 量 器等専 門部会 に属 する委員 が、９ 名  

は ん 用機械 等専門 部会 に属する 委員が 、９ 名  

各 種 商品小 売業専 門部 会に属す る委員 が、 ９名の全 員でご ざい ま  

す 。  

   最 低 賃 金審 議会 令第５条 第２項 の規 定により 、各専 門部 会それぞ

れ ３分の２ 以上の 出席 がござい ますの で、 いずれの 専門部 会も 有効

に 成立して いるこ とを ご報告い たしま す。  

   次 に 事 務局 から のご報告 でござ いま す。  

   本 日 の 合同 によ る専門部 会は原 則公 開となっ ており 、事 務局で審

議 会会議公 開要綱 第３ 条に基づ き公開 の公 示をした ところ 、本 日１

名 の傍聴希 望者が あり 、傍聴い ただい てお りますの で、報 告い たし

ま す。  

   ま た 、 最低 賃金 法第 25 条 第 ５項及 び同法施 行規則第 11 条 第 １項

の 規定によ り、関係労 使からの 意見聴 取の 公示を令 和４年 ８月 23 日

か ら９月９ 日まで 行い ましたが 関係労 使か らの意見 書の提 出は ござ

い ませんで した。  

   事 務 局 から のご 報告は以 上でご ざい ます。  

   続 き ま して 、冒 頭、長野 労働局 労働 基準部長 からご 挨拶 申し上げ

る ところで ござい ます が、急遽 の事情 によ り本日の 合同部 会に 出席

で きません ので、 預か りました メッセ ージ を代読さ せてい ただ きま

す 。  

 

 ○ 紀 伊労 働基準 部長 の挨拶 (代 読 ) 

   長 野 労 働局 労働 基準部長 を拝命 の紀 伊でござ います 。  

本 日 、委員 の皆様 方に は、大変 お忙し い中 、ご出席 をいた だき ま  

し て 、誠に ありが とう ございま す。  

ま た 、今般 の「特 定最 低賃金専 門部会 」の 委員をお 引き受 けい た  

  だ き ま したこ とに 、事務局 を代表 いた しまして 、心よ り感 謝申し上  

  げ る 次 第であ りま す。  
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ご 案内のと おり、 計量 器等特定 最低賃 金、 はん用機 械等特 定最 低  

賃 金 及び各 種商品 小売 業特定最 低賃金 の３ 業種の特 定最低 賃金 につ  

き ま しては、８月 23 日 に 開催さ れました「長 野地方 最低賃金 審議会 」 

に お きまし て、当 局の 局長より 改正決 定の 諮問をさ せてい ただ いた  

と こ ろです 。  

   こ れ か ら、審議 いただき ます 、「特 定最低賃 金の改 正決 定に係る審

議 」では、 労使の イニ シャティ ブが求 めら れるもの であり 、ま た、

７ 月 13 日 に ご 報告い ただいて おりま す「 運営問題 小委員 会報 告」に

お いては、 特定最 低賃 金につき まして 、   

   改 正 発 効は 、年 内を原則 とし、法定 発効ない し指定 日発 効とする。 

   全 会 一 致に 限り 、部会の 決議を 審議 会の決議 とする 。  

  と い っ た、基 本方 針が議決 されて おり ます。  

   従 前 か ら、原則 として、各 部会にお いて、「全会一 致」の 議決をい

た だき、本 審まで 持ち 越さない といっ た、 円滑な審 議が行 われ てき

て いるとこ ろであ りま す。  

   事 務 局 とい たし ましても 、円滑 な審 議運営と なりま すよ う、最大

限 、努めて まいり ます ので、各 委員に おか れまして は、引 き続 き、

日 程調整な どにつ きま して、ご 理解と ご協 力を賜り ますよ う、 お願

い 申し上げ まして 、簡 単ではご ざいま すが 、御礼方 々、挨 拶と させ

て いただき ます。  

   本 日 は 、ど うぞ よろしく お願い 申し 上げます 。  

 

 ○ 浜 賃金 室長  

   そ れ で は次 第に 沿って進 めさせ てい ただきま す。  

お 手 元の資 料№１ －１ から１－ ３まで 、各 専門部会 委員名 簿を 配  

付 さ せてい ただい てお りますの で、こ の名 簿の配付 をもち まし て委  

員 紹 介とさ せてい ただ きます。  

   続 き ま して 、各 専門部会 の部会 長及 び部会長 代理の 選出 について

お 諮りいた します 。  

部 会 長の選 出につ きま しては 、最低 賃金法第 25 条 第 ４ 項にお いて、 

同 法 第 24 条 の 『公益 を代表す る委員 のう ちから委 員が選 挙す る。』  

を 準 用する と定め られ ておりま す。  

従 来 、公 益委員 のご協 議により 決めて いた だいてお ります が、いか
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が いたしま しょう か。  

 

＜ 「 従来ど おり」 の声 あり＞   

 

 ○ 浜 賃 金 室長  

   従 来 ど おり でよ ろしいで しょう か。  

そ れ では公 益委員 でご 協議方よ ろしく お願 いします 。  

協 議 がまと まりま した ら、結果 のご発 表を お願いし ます。  

 

   ＜ 公 益 委員 協議 ＞  

 

 ○ 沼 尾委 員  

   そ れ で は、 各専 門部会の 部会長 及び 部会長代 理につ いて 発表いた

し ます。  

計 量 器等専 門部会 、部 会長は倉 﨑委員 、部 会長代理 は山本 委員 、  

は ん 用機械 器具等 専門 部会、部 会長は 吉村 委員、部 会長代 理は 倉﨑  

委 員 、各種 商品小 売業 専門部会 、部会 長は 昆委員、 部会長 代理 は山  

本 委 員、以 上とな りま した。  

 

 ○ 浜 賃金 室長  

確 認 させて いただ きま す。  

計 量 器等専 門部会 、部 会長は倉 﨑委員 、部 会長代理 は山本 委員 、  

は ん 用機械 器具等 専門 部会、部 会長は 吉村 委員、部 会長代 理は 倉﨑  

委 員 、各種 商品小 売業 専門部会 、部会 長は 昆委員、 部会長 代理 は山  

本 委 員との ことで ござ いますが 、よろ しい でしょう か。  

 

   ＜ 労 使 委員 から の「異議 なし」 の声 あり＞  

 

 ○ 浜 賃金 室長  

   そ れ で は、 ご発 表のとお り決定 しま したので 、よろ しく お願いい

た します。  

   各 部 会 長が 選任 されまし たとこ ろで 、冒頭に も申し 上げ ましたと

お り、本日 は３部 会合 同による 第１回 目専 門部会で ありま すの で、
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こ れからの 議事の 進め 方につい てお諮 りい たします 。  

   従 来 か ら合 同開 催の場合 は、各 部会 長でご協 議の上 、部 会長代表

を 決めてい ただき 、部 会長代表 に議事 を進 行してい ただい てお りま

す 。  

今 回 も、従 来と同 様に させてい ただけ れば と考えて おりま すが 、  

い か がでし ょうか 。  

 

   ＜ 労 使 委員 から の「従来 どおり 」の 声あり＞  

 

 ○ 浜 賃金 室長  

   そ れ で は各 部会 長でご協 議をお 願い いたしま す。  

   決 ま り まし たら ご発表を お願い しま す。  

 

＜ ３ 業種の 部会長 で協 議＞  

 

 ○ 昆 委員  

   そ れ で は、 私か ら発表い たしま す。  

は ん 用機械 器具等 専門 部会長の 吉村委 員に 部会長代 表とな って い  

た だ くこと といた しま したので 、よろ しく お願いい たしま す。  

 

 ○ 浜 賃金 室長  

   そ れ で は、 これ からの議 事につ いて 、吉村部 会長代 表に お願いい

た します。  

 

 ○ 吉 村部 会長代 表  

   本 日 の 議事 進行 をつとめ させて いた だく部会 長代表 の吉 村でござ

い ます。  

   よ ろ し くお 願い いたしま す。  

   長 野 県 最低 賃金 は、昨年 の 877 円 か ら 31 円 の 引 き上げ 908 円 と な

り ましたこ とを受 けて 、この後 は、特 定最 低賃金 の 3 業 種 の専 門部

会 を開催し ていく こと となりま す。  

   オ ミ ク ロン 株の 流行によ る第７ 波の コロナ禍 、ある いは 、ウクラ

イ ナにおけ る戦争 の勃 発を背景 といた しま して、経 済的な 不況 、物
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流 の停滞に よりま す物 価の高騰 が続い てお り、この ことを 反映 いた

し まして、 先の長 野県 最低賃金 では、 残念 ながら全 会一致 の結 審が

か ないませ んでし た。  

   た だ 、 内閣 府の 発表では 、 2022 年 の 第 ２・ 四半期 (４ ～ ６月期 )で

は 、国内総 生産が コロ ナ前の水 準に回 復し たと報道 があり まし た。  

   景 気 は 、若 干、 光明が見 えてき たと いう見方 も存在 しま す。  

   今 後 改 正さ れま す特定最 低賃金 の場 では、労 使双方 にと って、結

論 に至れる よう労 使双 方の委員 のみな さま には十分 な議論 をつ くし

て いただき ますよ う、 よろしく お願い いた します。  

   議 事 に 入り ます 前に、先 ほど事 務局 から説明 があり まし たとおり、 

  本 日 の 合同専 門部 会は原則 どおり 、公 開として おりま すが 、第２回

以 降の各専 門部会 につ きまして は、具 体的 な金額審 議等が 予定 され

て おります ので、 率直 な意見の 交換若 しく は意思決 定の中 立性 が不

当 に損なわ れるお それ があるた め、従前ど おり非公 開とい たし ます。 

   な お 、 本日 の議 事録確認 委員は 、  

       労 働 者 代表委員  山 口 委員  

       使 用 者 代表委員  井 出 委員 にお願い いたし ます 。  

   そ れ で は、 次第 に沿って 議事を 進め てまいり ます。  

   ま ず 、 議題 １の 「特定最 低賃金 専門 部会運営 規程 (案 )に つ いて」

で す。  

事 務 局で説 明して 下さ い。  

 

 ○ 浜 賃金 室長  

   各 専 門 部会 の運 営規程 (案 )と し て、 資料№３ -１ か ら３ -３ で お示

し させてい ただい てお りますの で、ご 覧い ただきた いと思 いま す。  

   今 年 度 第１ 回本 審におい てご承 認い ただきま した、資料 №２の「長

野 地方最低 賃金審 議会 運営規程 」の第 ９条 に基づき 定める もの でご

ざ いまして 、昨年 度に 改正され た当該 運営 規程や今 年度の 県最 賃専

門 部会、各 小委員 会の 各規程と 同様に 、オ ンライン 対応及 び議 事録

署 名に関す る部分 の平 仄を合わ せる形 とし た (案 )と さ せて いた だい

て おります 。  

 事 務 局か らの説 明は 以上でご ざいま す。  
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 ○ 吉 村 部 会長代 表  

   只 今 説 明の あり ました特 定最低 賃金 専門部会 運営規 程 (案 )に つ い

て 、ご意見 、ご質 問等 あります でしょ うか 。  

   よ ろ し いで しょ うか。  

   特 に ご 意見 等が なければ 、お手 元の 資料の (案 )を 抹 消い ただきま

し て、この 規程により 各専門部 会を運 営し ていくこ とにい たし ます。 

   次 に 、議 題２の「特定 最低賃 金に関 する諮問 経緯に つい て」で す。

事 務局より 説明し て下 さい。  

 

 ○ 浜 賃金 室長  

   特 定 最 低賃 金に 関する諮 問経緯 につ きまして は、資 料№ ５で一連

の 関係書類 をお示 しさ せていた だいて おり ますので 、ご覧 いた だき

た いと思い ます。  

   ま ず 、 ４枚 目以 降に「特 定最賃 改正 決定申出 書」 (写 )の と おり、

７ 月 28 日 付 で 改正決 定に関す る申出 があ り、この 申し出 受け て、８

月 ５日付け で、長 野労 働局長か ら審議 会長 へ「特定 最低賃 金改 正決

定 の必要性 の有無 につ いて」諮 問させ てい ただきま した。  

こ の 諮問に 基づき まし て、審議会 でご審議 をいただ き、８月 23 日  

付 け をもっ て、審 議会 長から長 野労働 局長 あて特定 最低賃 金改 正決  

定 の 必要性 の有無 につ いて答申 をいた だき ましたの で、同 日付 けを  

も ち まして 、長野 労働 局長から 審議会 長あ て「特定 最低賃 金改 正に  

つ い て」諮 問をさ せて いただい たとこ ろで あります 。  

諮 問 内容は 、産業 別３ 業種の改 正決定 につ いて調査 審議を お願 い  

す る もので す。  

   諮 問 の 経緯 につ きまして 、事務 局か らの説明 は以上 でご ざいます。 

 

 ○ 吉 村部 会長代 表  

   た だ い まの 説明 について 、何か ご質 問はあり ますか 。  

    

 ＜ 特 段 質 問等な し＞  

 

 ○ 吉 村部 会長代 表  

   そ れ で は、 次に 、議題３ の「最 低賃 金改定の 推移ほ か各 種統計資



- 8 - 
 

料 」につい て、事 務局 から説明 して下 さい 。  

 

 ○ 浜 賃金 室長  

   各 種 統 計資 料に つきまし ては、資料 №８か ら 16 ま で 、本日 時点に

お ける最新 の経済 状況 等の資料 を配付 させ ていただ いてお りま す。  

ま ず 、№ ８の１ 及び８ の２は 、特定 最低賃 金を含む 長野県 にお ける

最 低賃金額 改定の 推移 で、８の １が発 効年 月日を入 れたも の、 ８の

２ が引上額 、未満 率等 を示した 資料と なっ ています 。  

№ ９ は、３業 種の特定 最低賃金 に係る 長野 県賃金実 態調査 結果 報告

書 で、９の１が 計量器 等製造業 、９ の２が はん用機 械器具 等製 造業、

９ の３が各 種商品 小売 業の調査 結果と なっ ておりま す。  

№ 10 は 令 和４年 春闘 妥結状況 、№ 11 は 毎 月勤労 統計の ６月 分、№

12 は 長 野 県鉱工 業指 数の６月 分、№ 13 は 長 野市消 費者物価 指数７月

分 確報値、 № 14 は 日 銀松本支 店が９ 月６ 日付で公 表した 、長 野県金

融 経済動向 と主要 金融 経済統計 、№ 15 は 最 新の公 表が７ 月で ありま

す 日銀短観 、№ 16 は 最 近の雇 用情勢 ７月 分、以上 になり ます 。  

今 後 の審議 におけ る資 料にして いただ けれ ばと思い ます。  

事 務 局から の説明 は以 上です。  

 

 ○ 吉 村部 会長代 表  

   た だ い まの 資料 説明につ いて、 ご質 問、ご意 見等あ りま すか。  

 

    ＜ 特 段 質 問、 意見等な し＞  

 

 ○ 吉 村部 会長代 表  

   で は 、 議題 ４の 「今後の 審議の 進め 方につい て」に 入り ます。  

事 務 局で説 明願い ます 。  

 

 ○ 浜 賃金 室長  

   専 門 部 会に おけ るこれか らの審 議の 進め方に ついて 説明 させてい

た だきます 。  

ま ず 、資料№ ６として 配付して おりま す７ 月 13 日 付 け の「運 営問  

題 小 委員会 長報告 (写 )」 を ご覧下 さい。  
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   最 低 賃 金審 議会 の審議に 当たっ ての 基本的事 項につ きま しては、

従 来から運 営問題 小委 員会の報 告に基 づき 審議して いただ いて おり

ま す。  

   特 定 最 低賃 金に つきまし ては、 この 報告の記 の２に あり ます (１ )

か ら (４ )に よ り審 議し ていただ くこと とな っており ます。  

特 定 最低賃 金の発 効に つきまし ては 、（１）の とおり「発 効は、年  

内 を 原則と し、法定発 効ないし 指定日 発効 とする 。」とされて おりま 

す 。  

 こ れ は、 審議会 委員 からご意 見もあ り、 審議状況 に応じ て発 効日  

に 柔 軟性を 持たせ たう えで、公 労使に よる 十分な審 議をし てい くと  

い う ことに 重きを 置き つつ、原 則という言 葉を用い ること によ り、一

定 の制限は 設ける こと とされた もので す。  

ま た 、審議 の回数につ きまして は、(３ )の と おり「 ３回を目途 に結

審 する。」、（４）には「 結審は、全 会一致 に限り審 議会令 ６条 第５項

を 適用する 。」 とされ 、各専門 部会で 、全 会一致で 決議さ れた 場合に

限 り審議会 令第６ 条第 ５項を適 用し、 各専 門部会の 決議を もっ て審

議 会の決議 とする こと とされて おりま す。  

そ れ では 、今後 の審議 の日程に つきま して 、資料 №７を ご覧く ださ

い 。  

こ の 資料は 、従 来の発 効日を基 点とし まし て、各 委員の 日程を みた

上 で、審議 回数３ 回、 予備日１ 日によ り全 会一致で 結論が 出た 場合

の 日程案と なって おり ます。  

具 体 的に説 明いた しま すと、計 量器等専門 部会は、第２回専門 部会

が ９月 28 日 水 曜日、 第３回専 門部会が 10 月 ５ 日水 曜日、 予備日、

第 ４回専門 部会 が 10 月 13 日 木 曜日 と設 定させて いただ いて おりま

す 。  

次 に 、はん 用機械 器具 等専門部 会は、 第２ 回専門部 会が９月 29 日

木 曜日、第３回 専門部 会が 10 月 ３ 日月曜 日、予 備日 、第４回 専門部

会 が 10 月 ６ 日 木曜日 と設定さ せてい ただ いており ます。  

次 に 、各種 商品小 売業 専門部会 は、第 ２回 専門部会 が 10 月 ６ 日木

曜 日、第３ 回専門 部会 が 10 月 24 日 月 曜日 、予備日 、第４ 回専 門部

会 が 10 月 28 日 金 曜日 と設定さ せてい ただ いており ます。  

な お 、各 専門部 会委員 による日 程調整 にお きまして 、現 在適用 され
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て いる発効 日を基 点と した答申 日とな らな い場合は 、資料 №７ に添

付 しており ます「 令和 ４年度答 申要旨 の公 示日別最 短効力 予定 一覧

表 (特 定 (産 業 別 )最 低 賃金の場 合 )」 左 端 、答申欄 の日に 応じ た、表

の 右端、発 効欄の 日が 法定発効 日とな りま すことを ご考慮 の上 、日

程 調整をお 願い申 し上 げます。  

 

 ○ 吉 村部 会長代 表  

   只 今 、 事務 局案 が示され ました が、 今後の日 程につ きま しては、

専 門部会ご と事務 局案 を中心に 検討を いた だきたい と思い ます が、

ご 意見等が ありま すで しょうか 。  

 

 ○ 吉 村部 会長代 表  

   そ れ で は、 今後 の日程に つきま して は、それ ぞれの 専門 部会に分

か れて、事 務局案 を中 心にご検 討をい ただ きます。  

複 数 の専門 部会を 兼任 されてい る委員 がい らっしゃ います ので 、  

ま ず は、審 議期間 が重 なる計量 器等専 門部 会とはん 用機械 器具 等専  

門 部 会から 会場前 方に お集まり いただ き、 ご検討を お願い しま す。  

   各 種 商 品小 売業 専門部会 の委員 の方 は、少し お待ち 下さ い。  

   で は 、 お願 いい たします 。  

 

＜ 計 量器等、はん用機 械器具等 の２つ の専 門部会に 分かれ て日 程調  

整 ＞  

 

   ＜ 続 い て各 種商 品小売業 専門部 会に て日程調 整＞  

 

 ○ 吉 村部 会長代 表  

   そ れ で は、 ３つ の専門部 会の日 程調 整、実は 、各種 商品 小売業の

予 備日の調 整が終 わっ ておりま せんが 、事 務局から 日程の 確認 をお

願 いします 。  

 

 ○ 宮 澤室 長補佐  

   そ れ で は事 務局 から日程 の確認 をさ せていた だきま す。  

   ま ず 、計量器等 専門部会 は、第２回 が９月 28 日 水 曜日 午後１ 時 30
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分 から 、長野労 働基準 監督署会 議室 、第３ 回が 10 月 ５ 日水曜 日午前

10 時 か ら 、長 野労働 基準監督 署会議 室、予備日 となる 第４回 が 10 月

13 日 木 曜日午後 １時 30 分 か ら 長野労働 基準監督 署会議 室の 開催とな

り ます。  

   次 に 、はん 用機 械器具等 専門部 会は 、第２回 が９ 月 29 日 木 曜日午

前 ９時から ホテル 信濃 路３Ｆ飯 綱、第 ３回 が 10 月 ６ 日 木曜日 午後１

時 30 分 か ら長 野労働 基準監督 署会議 室、 予備日と なる第 ４回 が 10

月 17 日 月 曜日 午前９ 時から長 野労働 基準 監督署会 議室の 開催 となり

ま す。  

   次 に 、各種 商品 小売業専 門部会 は、第２回 が 10 月 ６ 日 木曜日午前

10 時 30 分 か ら長野労 働基準監 督署会 議室、第 ３回 が 10 月 24 日 月 曜

日 午前 10 時 30 分 か ら 長野労働 基準監 督署 会議室、 予備日 とな る第

４ 回が 10 月 28 日 金 曜 日午前 10 時 30 分 な いし 10 月 31 日 月 曜 日午

前 10 時 30 分 か ら長野 労働基準 監督署 会議 室の開催 となり ます 。  

   委 員 の みな さま には、調 整が取 れま したら、お知ら せい たします。 

以 上 でよろ しいで しょ うか。  

 

＜ 「 異議な し」の 声あ り＞  

 

 ○ 宮 澤室 長補佐  

   そ れ で は、 只今 ご了解い ただい た日 程に基づ き、日 程表 を作成の

上 、送付さ せてい ただ き、また 、開催 場所 を入れた 開催通 知も 後日

送 付させて いただ きま すので、 よろし くお 願いしま す。  

 

 ○ 吉 村部 会長代 表  

   最 後 に 、議 題５ の「その 他」で すが 、事務局 、何か あり ますか。  

 

 ○ 浜 賃金 室長  

   そ れ で は、 直近 の第２回 専門部 会の 開催につ きまし て、 再度、確

認 させてい ただき ます 。  

計 量 器等専 門部会 が９ 月 28 日 水 曜 日午後 １時 30 分 か ら、長野 労働

基 準監督署 会議室、は ん用機械 器具等 専門 部会が９ 月 29 日 木 曜日午

前 ９時から 、ホテ ル信 濃路３Ｆ 飯綱、 各種 商品小売 業専門 部会 が 10
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月 ６日木曜 日午 前 10 時 30 分 か ら、 長野 労働基準 監督署 会議 室での

開 催となり ますの で、 担当委員 の皆様 は、 ご出席を よろし くお 願い

い たします 。  

事 務 局から 一点、 お詫 びがござ います 。  

本 日 お配り いたし まし た資料９ の長野 県賃 金実態調 査結果 報告 書  

  の 未 満 率・影 響率 一覧表で ござい ます が、９の ２のは ん用 機械器具  

等 製 造業 の 956 円 の セ ル、９の ３の各 種商 品小売業 の 908 円 の セル  

が と んでし まって おり ます。  

 そ れ ぞれ の専門 部会 、第２回 の時に 、改 めて、訂 正資料 をお 示し  

さ せ ていた だきま す。  

 大 変 ご迷 惑をお かけ して、申 し訳ご ざい ません。  

 よ ろ しく お願い いた します。  

 

 ○ 吉 村部 会長代 表  

   労 働 者 代表 委員 、何かご ざいま すか 。  

 

＜ 意 見等な し＞  

 

 ○ 吉 村部 会長代 表  

   使 用 者 代表 委員 、何かあ ります か。  

 

 ○ 中 村委 員  

国 に 大型経 済対策 を要 望する点 ですが、９ 月 22 日 か ら 始まる 県会  

に 経 営者協 会、中 小企 業団体中 央会、 商工 会議所連 合会、 商工 会連  

合 会 の経済 ４団体 が、 連名で要 望案を 提出 すること になり まし て、  

そ の 中に最 低賃金 の環 境整備の 一項目 を入 れて、生 産性向 上の ため  

の 支 援策、 また、 取引 環境の整 備の内 容を 入れて、 要望い たし ます  

の で 、ご報 告いた しま す。  

 

 ○ 吉 村部 会長代 表  

   そ れ で は、 以上 をもって 閉会と しま す。ご苦 労様で した 。  

閉 会  
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